
時間 発表者 研究室 タイトル

0855-0900 説明

1～7　座長：濱

1 0900-0912 ⼟井杏夏 環境地理 デジタルツインを⽤いた遠州灘における海岸防災林の津波減災機能の評価
2 0913-0925 井元花乃 都市・⼈⽂ 仙台市⽴⼩・中学校校歌の地域性と教育的効果
3 0926-0938 ⻘⽊千紗 気候 近畿地⽅における夏季晴天⽇の継続特性と総観気象場との関係
4 0939-0951 筑波柊太 都市・⼈⽂ 東京都におけるコンビニ型フィットネスクラブの⽴地特性
5 0952-1004 申 千春 地形・地質 紀伊半島南部に分布する海成段丘の地形発達史と地殻変動
6 1005-1017 中⼭皓貴 地理情報 MAS を⽤いた新潟駅周辺の⾼架化前後の交通の変化

7 1018-1030 ⽊下なごみ 地理情報
都市空間におけるパーセルロッカー配置の最適化に関する研究
 ―住⺠のアクセシビリティを考慮したラストマイル配送の効率化に向けて

（休憩） 8～14 座長：高橋洋

8 1036-1048 榊原 温 都市・⼈⽂
⼩劇場演劇における地域性の変化の検討
 ─下北沢・本多劇場グループの公演履歴を⼿がかりにして

9 1049-1101 北 彩夏 地理情報 東京湧⽔の⻑期傾向について―Mann-Kendall検定を⽤いて

10 1102-1114 郷 瑛太 地理情報
除雪⾞位置情報データを⽤いた札幌市東区における
除排雪業務の実態把握とVRPによる効率化可能性の検討

11 1115-1127 ⽥中菜穂 気候 北海道の複数湖における湖氷フェノロジーに対する気象条件の影響
12 1128-1140 鈴⽊晨之助 地形・地質 静岡県⻩瀬川における, 滝が礫の分布に与える影響について
13 1141-1153 荒井⼀樹 地形・地質 ポケットビーチに分布する砂礫の運搬過程の推定―新潟県北部の岩⽯海岸を例に
14 1154-1206 ⼤⾕悠⽃ 気候 ⼤気⼤循環モデルAFESを⽤いたEP型・CP型ENSOに対する東アジアの夏季気候応答解析

（休憩） 15～20 座長：白井

15 1300-1312 ⻄野航聖 気候 ⻄⽇本・東⽇本・北⽇本の熱波の違いについて
16 1313-1325 岡野快⾶ 都市・⼈⽂ 東京都特別区部における住宅価格の変化と⼈⼝移動の関係性について
17 1326-1338 梨⽊⼤夢 地形・地質 ⾢知潟平野北⻄部における地形発達史
18 1339-1351 ⼟橋茜⾳ 地形・地質 神奈川県秦野地域における河成段丘と盆地発達過程
19 1352-1404 安原拓未 環境地理 ⼭⽕事跡地におけるニガイチゴ群落下での樹⽊更新の促進
20 1405-1417 ⽥⼝洋也 都市・⼈⽂ 新型コロナウイルス流⾏後における宿泊需要回復の地域差とその要因

（休憩） 21～26 座長：渡辺

21 1423-1435 ⽇吉康太 地理情報 機械学習を⽤いた宅地造成地における地盤災害ポテンシャル評価
22 1436-1448 内⽥謙信 都市・⼈⽂ 茶の流通経路における地域特性と販路戦略について─埼⽟県の狭⼭茶を事例に
23 1449-1501 中野諒平 地形・地質 1670年⻄蒲原地震における震源域の再検討
24 1502-1514 三橋茅央 気候 相模湾海⾵の侵⼊過程と⽔蒸気輸送が地上気温に与える影響
25 1515-1527 野尻柚葉 地形・地質 群⾺県碓氷川流域における河成段丘の編年とテフラ層序の再検討
26 1528-1540 ⽯井結理 地形・地質 千葉県盤州⼲潟におけるベッドフォームの形状変化と堆積物特性

（休憩） 27～32 座長：矢部

27 1546-1558 照屋優⼤ 気候 熱帯アジアにおける降⽔特性の⽇変化について
28 1559-1611 伊藤海⽃ 都市・⼈⽂ ⽴地特性からみたアリーナの都市的機能に関する研究
29 1612-1624 ⽶本良伸 都市・⼈⽂ インターネットショッピングの登場による五島列島・福江島における購買⾏動の変化
30 1625-1637 ⽥⽉徳美 地形・地質 真岡テフラの給源と層位的位置付けの再検討
31 1638-1650 橋本健吾 都市・⼈⽂ コミュニティ抽出を⽤いた東京⼤都市圏における通勤流動の分析
32 1651-1703 ⻑⼭紗佳 地理情報 ⽇本における晴れの特異⽇ -⽂化の⽇を事例に-

日時： 2026年9月30日（水）8:55～17：03

Zoomにて開催（地理学教室限定となります）

発表時間： 1 人 12 分 （発表時間 8 分，質疑応答 4 分）

2026年度地理学教室卒業論文中間発表会プログラム


